
今月のおすすめ 新着図書

開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／16日（火）、18日（木）、毎週月曜日
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

市図書館だより

「百花」

川村元気 著
（文藝春秋）

　一人息子の泉を忘れてい
く認知症の母。美貌のピア
ノ教師だと羨

せん

望
ぼう

された母と
の思い出を蘇

よみがえ

らせる中、封
印されていた過去が……。

「夢見る帝国図書館」

中島京子 著
（文藝春秋）

　図書館を題材に小説を書
き始めた私。歴史をひもと
くうちに、司書たちの苦闘
や通った作家たちの悲哀と
喜びを体感するのだった。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／７月11日（木）、25日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館２階和室

おはなしの時間

◦関東の美しい神社	 （戸部民夫）
◦壱人両名	 （尾脇秀和）
◦わたしの家

ヒ ス ト リ エ

系図物語	（渡辺宗貴）
◦昭和天皇最後の侍従日記	（小林忍）
◦ドゥ・ゴール	 （佐藤賢一）
◦気の利く大人のひと言目	（齋藤孝）
◦�仕事も家庭もうまくいく 夫のト
リセツ	 （芦澤多美）
◦兵隊たちの陸軍史	 （伊藤桂一）
◦孟司と誠の健康生活委員会
	 （養老孟司・近藤誠）
◦野菜保存のアイデア帖
	 （島本美由紀）
◦おそうざいサラダの本	（牛尾理恵）

◦市原悦子ことばの宝物	（市原悦子）
◦岸本葉子の「俳句の学び方」
	 （岸本葉子）
◦リラと戦禍の風	 （上田早夕里）
◦彼女たちの場合は	 （江國香織）
◦あずかりやさん 彼女の青い鳥
	 （大山淳子）
◦行基	 （岳真也）
◦金剛の塔	 （木下昌輝）
◦掌

しょう

篇
へん

歳時記 春夏	 （瀬戸内寂聴）
◦魔法を召し上がれ	 （瀬名秀明）
◦悪の五輪	 （月村了衛）
◦蒼色の大地	 （薬丸岳）
◦孤独という道づれ	 （岸惠子）

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で

あ
と
１
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。
去
る
６

月
１
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
と
千
葉
県
か
ら
、
聖
火
リ
レ
ー
の
国
内

コ
ー
ス
と
併
せ
、
県
内
ル
ー
ト
の
概
要
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
を
通
過
す
る

の
は
、
令
和
２
年
７
月
２
日
か
ら
４
日
ま

で
の
三
日
間
で
あ
り
ま
す
。　

一
日
目
は
海
ほ
た
る
か
ら
山
武
市
の
蓮

沼
海
浜
公
園
、
二
日
目
は
銚
子
市
か
ら
旭

市
を
通
り
千
葉
市
幕
張
メ
ッ
セ
、
三
日
目

は
浦
安
市
か
ら
松
戸
駅
周
辺
と
い
う
発
表

で
し
た
。
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
震

災
か
ら
の
復
興
」
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
旭
市
が
コ
ー
ス
に
選
ば
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
決
定

の
発
表
が
あ
り
、
喜
び
と
う
れ
し
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

旭
市
の
コ
ー
ス
は
、
い
い
お
か
み
な
と

公
園
か
ら
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
の

約
２
㎞
の
区
間
で
あ
り
、
東
日
本
大
震
災

で
一
番
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
所
で
あ
り

ま
す
。
多
く
の
方
が
津
波
の
犠
牲
と
な
り
、

家
々
が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
、
一
面
が
が
れ

き
の
山
と
な
っ
た
場
所
で
し
た
。
今
回
の

決
定
を
受
け
、
み
ん
な
で
努
力
し
た
復

旧
・
復
興
の
８
年
余
り
が
「
頑
張
っ
て
良

か
っ
た
」
と
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
聖
火
リ
レ
ー
の
開
催
を
心

か
ら
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
真
の
復
興
に

向
け
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
市
民
の
心
を
奮

い
立
た
せ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー
ス
に
ぜ
ひ
旭
市
を

と
の
思
い
で
、
こ
れ
ま
で
何
年
も
か
け
て

要
望
活
動
を
行
い
、
未あ

し
た来
へ
の
道
１
０
０

０
㎞
縦
断
リ
レ
ー
で
は
、
精
一
杯
応
援
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
努

力
が
実
を
結
び
、
56
年
ぶ
り
の
聖
火
が
旭

市
を
通
過
す
る
、
こ
の
感
激
と
感
動
を
大

勢
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

ト
ー
チ
を
掲
げ
、
走
者
や
伴
走
者
と
し
て

参
加
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
の
聖
火
の
灯
が
旭
市
の
将
来
に
向
け
て

の
希
望
の
灯
に
な
り
ま
す
よ
う
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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